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B 42
ヒトの発汗速度に与える綿ワンピースとポリエステルワンピースの影響

奈良女大家政　○登倉尋実　山下由果

　　　　佐屋高等学校　　中川尚子

　目的　衣服の吸湿性の有無がヒトの発汗速度にどのような影響を与えるのかを明らかに

するため次の実験を企画ふた。

　方法　吸湿性能を異にする２種類の素材(綿とポIJエステル)のワーンビースを試験衣服

として用いた。環境温３ 3 °C、湿｡度6 0 ％の人工気象室に最初セミヌードで6 0 分間、次

に綿ワンピース(C)またはポリエステルワンピース(E)を着用して8 0分間椅子に坐り安静を

保った。その間全身７ケ所の皮膚温(前額、前腕、手背、胸、大腿、下腿、足背)、直腸

温および躯幹部、衣服最内層の温湿度、衣服表面温度、体重減少量の測定゛をおこなった。

実験開始直前および直後にガスマスクにｰよりダグラスバックに呼気を採集し、その１部を

労研式ガス分析器により酸素濃度、二酸化炭素濃度を分析測定した。被験者は、年令21.8

±1. 3才、体重49.3±4. 3 ky、身長154. 8±3, 1 cmの健康青年女子５名で、それぞれの衣

服で６回の実験を試みた。発蕎反応の日周リズムによる誤差をさけるために、実験は１日

の１定時刻･でおこない、着用衣服は１日１種類とした。

　結果と考察　1)着衣時の8 0分間の体重減少量は･6 例｡中4例においてＥがＣより大きく

平均体重減少量はE ：102 ?、Ｃ：9 3 fでＥが大きい傾向を示した。　a着衣時の体重減

少量の時間的変化は、着衣後4 0分以降Ｅの増加が際立った例が４例にisいて認められた

3)胸皮膚温とその上の衣服表面温の間の温度勾配はＣがＥより大きい値を示すのが４例に

おいて認められた。このことは躯幹部からのdryな放熱がＣのほうが大４いことを推測さ

せる。実際、温熱平衡式より求｀めた体全体から｡のdry な放熱li Cが大､きい傾向を示した。


